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（「資料の活用」を問う問題） 

１ 次の図のように、正三角形ＡＢＣの頂点Ａに碁石を置きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１から６までの数が書かれたサイコロを投げて、奇数の目が出たら時計回りに、偶

数の目が出たら反時計回りに出た目の数に合わせて碁石を置く頂点を変えます。例え

ば４の目が出たら、Ａ→Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｂと動きます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サイコロを２回投げたとき、碁石が点Ａにある確率を求めなさい。ただし、サイコロ

の１から６の目の出方は同様に確からしいとします。レベル９・１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

答え 

Ｈ３１ 

偶数の目 奇数の目 
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復習シート 第３学年 数学 
 

答え 

１

３
 

Ｈ３１ 

偶数の目 奇数の目 

１１→Ｂ １２→Ｂ １３→Ｃ １４→Ａ １５→Ａ １６→Ｃ 

１回目に１が出たとき、碁石はＣにあるが、２回目の目によって上記のように碁

石の場所が決まる。つまり、ＡＢＣどの頂点も同じ確率である。 

これは、１回目にどの目が出ても同じことになる。よって、碁石がＡにある確率

もＢにある確率もＣにある確率も等しく 
１

３
 である。 

模範解答 


